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令和８年７月 霧島市教育委員会定例会議事録（要約版） 

 

 日 時 令和８年７月 22日 水曜日 午後２時 58分～午後３時 54分 

 場 所 国分シビックセンター行政庁舎 別館３階 教育委員室 

 出席者 池田教育長、鶴ケ野委員、甲斐委員 

上小園教育部長、林元次長兼教育総務課長、皆倉学校教育課長、松崎学校給食課長、

福永社会教育課長、鮫島国分図書館長兼メディアセンター所長、山下国分中央高校

事務長、宗像溝辺総合支所長、有村横川総合支所長、山口牧園総合支所長、栗野霧

島総合支所長、栫福山総合支所長、横山教育政策Ｇ長、藤崎学校教育課指導主事 

計 17人 

 傍聴者 0人 

 議 事  

議案等番号 件名 結果 

報告第 19号 霧島市立郷土館等の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改

正について 

承認 

議案第 12号 令和９年度霧島市立国分中央高等学校使用教科書の採択について 承認 

議案第 13号 霧島市立万膳小学校の廃校について 承認 

議案第 14号 霧島市立学校の設置及び管理に関する条例の一部改正について 承認 

動議第３号 春先の運動会実施における暑熱順化不足と熱中症リスクについて － 

 

１ 教育長の活動報告（令和８年６月 25日以降） 

６月 29日 計画合同訪問（溝辺中、横川小） 

30日 宮坂貝塚復旧検討委員会 

７月１日 最終本会議 

３日 第２回市校長研修会 

６日 市教委訪問（日当山中） 

７日 第２回役員会、第１回専門部委員会及び全体会 

８日 霧島市青少年海外派遣生壮行会 

９日 計画合同訪問（富隈幼稚園、富隈小） 

10日 国分中央高校全国大会出場による表敬訪問 

 霧島市中学校長及び霧島市内公立高等学校長連絡協議会 

 中高校長連絡協議会情報交換会 

11日 教育行政トップリーダーセミナー（12日まで） 

14日 公立高校募集定員に係る地区説明会 

15日 霧島市公民館運営審議会、日韓親善子供大使友好の翼壮行会 

16日 令和８年度県下 19市教育長・総務課長会（17日まで） 

18日 第 62回霧島国分夏まつり「霧島総おどり」 

21日 霧島市道義高揚・豊かな心推進協議会代議員会 
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２ 報告 

報告第 19号：霧島市立郷土館等の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正について 

⚫ 霧島市立郷土館等の施設では、職員が単独で配置されているため、開館時間中の休憩

取得と来館者対応の両立が課題となっていた。この労務管理上の課題を解決するため、

職員の休憩時間中に一時閉館できる根拠を明確にする条例施行規則の一部改正につい

て臨時代理したことを報告した。 

⚫ 改正内容は、規則に新たに第４条を加え、既存の第４条から第７条を繰り下げるもの

で、審議の結果、本報告は承認された。 

 

３ 議案 

議案第12号：令和９年度霧島市立国分中央高等学校使用教科書の採択について 

⚫ 会議冒頭の決定に基づき、関係者以外の退席を求め、非公開審議が行われた。 

⚫ 学校から提出された希望報告書に基づき、園芸工学科（29 点）、生活文化科（23 点）、

ビジネス情報科（33点）、スポーツ健康科（20点）の各学科で使用する合計 105点の

教科書を採択する案が審議された。教科書変更の主な理由として、各学科の学習内容へ

の適合性向上や、生徒の興味関心を引き出す工夫、学習支援への貢献度が挙げられた。

具体的には、全学科共通の「言語文化」や、生活文化科の「科学基礎」、スポーツ健康

科の「情報」などで新規の教科書が採択される。 

⚫ 質疑応答では、委員から将来的なデジタル教科書の試験的導入の必要性が提言された。

また、教育現場における生成 AIの活用について、思考力を養う観点から、安易な利用

に警鐘を鳴らし、まずは自ら考える習慣を重視した上で適切な使い方を模索すべきだと

の意見が出された。 

⚫ 審議の結果、本議案は原案通り承認された。 

 

議案第 13号：霧島市立万膳小学校の廃校について 

議案第 14号：霧島市立学校の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 

⚫ 児童数の減少が続く霧島市立万膳小学校について、地域住民から牧園小学校及び高千

穂小学校への統合を求める要望書が提出されたことを受け、令和９年３月 31日をもっ

て廃校とする計画が提案された。現在の在籍児童は５名（３年生１名、４年生１名、

６年生３名）である。廃校に向けたスケジュールとして、本日の議決を経て９月市議

会に学校設置条例の改正案を提出し、県への届出を経て正式に決定される。 

⚫ 審議において、委員からは廃校に伴うスクールバスの運行や行政サービスの向上とい

ったメリットを合わせて検討する必要性が指摘された。 

⚫ 行政主導で強制的に統廃合を進めるのではなく、あくまで地域からの要望を尊重する

姿勢を基本とする旨を説明した。 

⚫ 審議の結果、万膳小学校の廃校（議案第 13 号）及び関連する条例改正（議案第 14 号）

は、原案通り承認された。 
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４ 動議 

動議第３号：春先の運動会実施における暑熱順化不足と熱中症リスクについて 

⚫ 事前に教育委員から提出された動議に基づき、春季の運動会開催時の熱中症対策につ

いて討議が行われた。動議では、体が暑さに慣れていない「暑熱順化」が不十分な時

期に運動会を実施することは、熱中症のリスクを高める可能性があると指摘し、科学

的根拠に基づく安全基準の整備を求めた。 

⚫ 事務局からは、運動会の実施判断は令和６年３月策定の「学校における熱中症対策ガ

イドライン（鹿児島県版）」に準拠し、前日の暑さ指数（WBGT）予測値や熱中症警戒

アラートを基準にしていると説明。過去５年間のデータでは、春季に WBGTが厳重警戒

レベル（28度以上）に達したのは 2023年の３日間のみで、春の開催は有効な対策と認

識していること、また、過去５年間で春季運動会での熱中症事例は報告されていない

ことが示された。 

⚫ 市内の小学校７校、中学校１校（計８校）が春に運動会を開催している実態も報告さ

れた。 

⚫ 一方、委員からは、暑熱順化が不十分な時期は WBGTが 25〜28度の範囲でもリスクが

あるため、ガイドラインにその危険性を明記すべきとの意見が出された。また、報告

されるのは救急搬送などの重篤な事例に限られ、めまい等の初期症状は把握しきれて

いない可能性があるため、学校現場での詳細な記録体制の整備や、WBGT測定器の精度

管理（乾湿球式測定器の導入検討等）の再確認を求める提言がなされた。 

 

５ その他 

⑴ 不登校児童の現状と今後の課題 

⚫ 学校教育課より、令和８年度６月末時点における不登校児童生徒の状況が報告された。

不登校者数は小学校で 53名、中学校で約 20名であった。前年度同期（小学校 55名、

中学校約 40名）と比較して、特に中学校で減少が見られる。 

⚫ 要因分析において、中学校では不登校理由が「その他」に分類される生徒が 71名と全

体の約半数を占めている点が課題として挙げられた。小学校でも「家庭にかかる状況」

と「その他」が合わせて 41名に上る。 

⚫ 委員からは、「その他」の内訳を詳細に分析する必要性や、30日以上の長期欠席には

至らないものの教室で休みがちな「不登校予備軍」への対応も重要であるとの指摘があ

った。 

⚫ これを受け、学校教育課は夏休み期間中に学校側と連携して「その他」の要因を精査し、

２学期からのアプローチ方法を再検討していく方針を示した。 

 ⑵ 令和７年度教育長及び教育委員活動状況評価の一部修正について 

   ６月定例会において討論した「令和７年度教育長及び教育委員活動状況評価」の総合評価

については、委員の意見を踏まえ「総合教育会議の運営適正化」及び「多様な意見交換の場」

を追記し、活動実績一覧の修正を行った。 

   


